
  事後評価結果（７年度） 
 

担 当 課：中日本高速道路㈱経営企画課   

担当課長名：原田 雅也        
 

事業名 
中部横断自動車道 

新清水
し ん し み ず

JCT～富沢
とみさわ

 

事業 

区分 
高速自動車国道 

事業 

主体 
中日本高速道路㈱ 

起終点 
自：静岡県静岡市

し ず お か し

清水区
し み ず く

吉原
よしわら

（新清水JCT） 

至：山梨県南巨摩郡
み な み こ ま ぐ ん

南部町
なんぶちょ う

福士
ふ く し

（富沢） 
延長 

 

20.7km 

事業概要  

中部横断自動車道は静岡・山梨・長野3県を最短ルートで結ぶとともに、東名・中央・上信越自動車道とネットワ

ークを形成することにより、沿線地域の産業・経済・文化・観光等の発展及び振興に資する路線である。 

事業の目的・必要性  

中部横断自動車道は新東名高速道路をはじめ、中央自動車道、上信越自動車道が接続され、静岡・山梨・長野

県との連携・交流を促進するとともに、沿線の方々が安心して暮らせるネットワークの構築、物流体系の確立や広

域的観光ゾーンの形成・支援等に寄与するもの。 

事業概要図  

             
事 

業 

の 

効 

果 

等 

事業期間 

 

事業化年度  H10年度 用地着手 H19年度 供用年 

(暫定/完成) 

(当初)H30年度/  変 

動 
 1.0倍 

都市計画決定  H8年度 工事着手 H17年度 (実績)H30年度/  

事業費 

 

計画時 

(暫定/完成) 

(名目値) 1,555/-億円 実績 

(暫定/完成) 

(名目値) 1,751/－億円 変 

動 
 1.1倍 

(実質値) 1,553/-億円 (実質値) 1,748/－億円 

交通量 

(当該路線) 

計画時 

(暫定/完成) 

 

-/6,300台/日 

実績 

(暫定/完成) 

 

-/7,000台/日 

変

動 
 111％ 

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線) 

    46.1   →    86.0  km/h 

(供用直前年次)  H27年度      (供用後年次)  R3年度 

交通事故減少 

(供用前現道→供用後現道) 

    -    →   -     件/億台キロ 

  (供用直前年次)    年度  (供用後年次)    年度 

費用対効果

分析結果 

（当初） 

B/C  EIRR  総費用 1,731億円 総便益 1,539億円 基準年  

（1.2） （5.0%） 

事業費： 1,484億円 

維持管理費：  248億円 

更新費：    0億円 

走行時間短縮便益：1,485億円 

走行経費減少便益：  26億円 

交通事故減少便益：  28億円 

2008年 



費用対効果

分析結果 

（事後） 

B/C  EIRR  総費用 11,093億円 総便益 16,249億円 基準年  

1.5 

（1.4） 

6.1% 

（5.8％） 

事業費：10,375億円 

維持管理費：  633億円 

更新費：   85億円 

走行時間短縮便益：14,424億円 

走行経費減少便益： 1,565億円 

交通事故減少便益：  260億円 2025年 

事業遅延による 

コスト増 

費用増加額 － 便益減少額 － 

－億円 －億円 

 事業遅延の理由  

－ 

交通量変動の理由  

景気の緩やかな回復基調を受けた交通量の増等 

客観的評価指標に対応する事後評価項目  

・円滑なモビリティの確保（渋滞緩和・新たなバス路線の見込） 

・物流効率化の支援（港湾へのアクセス向上） 

・安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設へのアクセス向上） 

                                       他10項目について効果の発現が見られる。 

その他評価すべきと判断した項目  

特になし 

事

業 

に 

よ 

る 

環 

境 

変 

化 

環境影響評価に対応する項目  

当該区間の整備により自動車からの二酸化炭素・窒素酸化物・粒子状物質の排出量が削減され、環境 

負荷低減に貢献。 

CO2：5 万ｔ/年削減 

NO2：120t/年削減 

SPM：9.9t/年削減 

その他評価すべきと判断した項目  

特になし 

事業評価監視委員会の意見  

対応方針（案）のとおり今後の事後評価の必要性はないものと考えられる 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  

H14 中部横断自動車道（白根～双葉JCT）開通 

H16 中部横断自動車道（南アルプス～白根）開通 

H18 中部横断自動車道（増穂～南アルプス）開通 

H29 中部横断自動車道（六郷～増穂）開通 

H31 中部横断自動車道（下部温泉早川～六郷）、（富沢～南部）、（新清水JCT～富沢）開通 

R3  中部横断自動車道（南部～下部温泉早川）開通 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  

定量的に計算可能な便益に加え、それ以外にも多くの効果が得られていることから、今後事後評価の必要性は

ない 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

特になし 

特記事項  

特になし 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を社会的割引率(4%)を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※B/C の値は、新清水 JCT～双葉 JCT を対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果 
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